
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふくしの学習会 事前提出票 

  

１． 申込者名 

  団体名 
  

 ２．担当者名 

   （連絡先） 

担当者名： 

連絡先： 

 ３．対象者 

   （人数・その他） 
  

 ４．開催希望日 第１候補日：            第２候補日： 

 ５．時 間      ：    ～     ：      

 ６．内容 

（出来るだけ詳しく） 
  

 ７．実施会場 

場所 
  

 ８．必要機材 

搬入・搬出日の確保 
  

 ９．その他   

 

ふ く し

宍粟市社会福祉協議会 

本部・一宮支部 TEL.72-8787 FAX.72-8788 

山崎支部    TEL.62-5530  FAX.62-1083 

波賀支部    TEL.75-3631  FAX.75-3650 

千種支部    TEL.76-3390  FAX.76-3649 

 

ふくしの学習会の実施 電話または FAXで                

お申込みください 

 

日時や内容について

調整します 

 

●ゲストティーチャーを依頼する場合は講師料の相談が必要です 

●ご希望の日時に対応できない場合もございますのでご了承ください。 

 

 

 

みなさまの 

学びあいを 

お手伝いします！ 

 



 

 

 

★アイマスク体験 

★点字体験 

※手話や認知症については、宍粟市役所の「職員出前講座」にて開催されていますので、参考に 

してください。 

★高齢者疑似体験 

★車椅子体験 

らしの あわせ

福祉“体験” 

宍粟市社会福祉協議会（社協）は、住民のみなさんがそれぞれの地域で見守り支え合い活動を

すすめ、お互いに支えあえる仕組みづくりを応援しています。そこで、自治会・福祉連絡会・職

場・グループなど、みなさんが行う「学び合い」の一助となるよう、【ふくしの学習会】と称し

てお手伝いをします。学習目的・対象者（年齢・人数）などに合わせ、社協が相談をお受けし、

学習会の内容を決定していただき、必要に応じて、社協職員をはじめ、各分野の専門職や地域で

活動されている方、ボランティアをゲストティーチャーとして招くことができます。 

誰もがお互いの多様性を認め合い、お互いに支え合って暮らしていけるように、 

・「相手の気持ちを考え、思いやりの気持ちを持つことの大切さ」を感じる 

・自分たちに何ができるのかを考える 

・介助の仕方や、コミュニケーションの重要性を学ぶ 

きっかけとして、以下のようなプログラムを用意しています。 

三方町自治会（ふれあい喫茶） 

「福祉学習会」 

（福）ラポール太陽の家 
「職員向け研修」 

いちのみやふるさとまつり 
波賀中学校福祉学習 

・お年寄りや障がいのこと学ぶ 

・見守りや支え合いについての話し合い 

・体験を通じた学習 

ふくしの学習

会 

見守り活動 
・散歩の途中で 

・ご近所付き合いで 

・事業所などの取組で 

・ふれあい喫茶、サロン 

・ひきこもり防止 

・多世代交流の場 

・伝統文化活動 

・地域のなかでお手伝い 

・地域外からのボランティア 

・助け合いの組織づくり 

「しそう“地域の宝物”リスト」を 
地域の支え合い、助けあいに必要な情報として活用
ください 

・生活の困りごとを支援する情報 

・生きがいや社会参加につながる情報 

ボランティア活動を行いたい！そんな気持ちをサ

ポートします。活動団体や、活動例などを紹介し、

活動をコーディネートします。 

自分たちの地域を自分たちで支えるやりがいを広

めていきましょう！ 

社協では「ボランティア入門カフェ」を開催し

ますので、気軽にご相談ください。 

地域みんなの活動 

たすけあい 

ささえあい 

居場所づくり 

 

夏休みに 

ボランティアを 

やってみたいんだけど 

どんなことが 

できますか？ 

 

子どもたち

の遊び相手

はいかかで

すか？ 

車いすを使用し、屋内・

外を移動し、お互いに介

助を受けます。車いすの

操作や介助体験を通し

て、相手の心に寄り添っ

たコミュニケーションを

学び、理解を深めます。 

サポーターや重り、白

内障等の体験眼鏡を着用

することで、加齢による

身体の変化を体験し、相

手の心に寄り添ったコミ

ュニケーションを学び、

理解を深めます。 

二人 1組で、1人がアイ

マスクを付け、もう 1人

が誘導・援助を行いま

す。誰かに支えてもらい

移動することで、相手の

ことを思いやるコミュニ

ケーションを学び、理解

を深めます。 

点字の成り立ちを知

り、実際に点字を打つ

ことで、視覚に障害の

ある方への理解を深

め、相手の心に寄り添

ったコミュニケーショ

ンを学び、理解を深め

ます。 


